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鳥取砂丘とその周囲の砂防林内のアリ相
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Risa KISHIMOTO and Nobuo Ts四 USA阻(Laboratoryof Biology， Faculty of Regional Sciences， Tottori Uni-

versity， To伐ori，680-8551 Japan): Ant fauna of Tottori Sand Dunes and surrounding sand erosion 

control forests. 

要旨 ー 2009年4月から 11月まで 鳥取砂丘のアリ相と周辺の砂|拘林を含む砂丘内での各種の分布を

調査した。その結果，鳥取県から初めての記録となる 9種を含む 16積を確認した。多くは林縁または

林内に生息確認地点が限られており，開放砂地の砂丘内で確認できたのは，クロヤマアリ， トピイロケ

アリ，サクラアリの3種のみであった。文献記録を含め，鳥取砂丘のアリの全種リスト(鳥取砂丘とそ

れを囲む林地に限定)(22種)を掲げる。

キーワードーア 1)，種リスト，分布，鳥取県，鳥取砂丘

Abstract - Fauna and distribution of加 ts(Hymenoptera: Formicidae) in Tottori Sand Dunes， Tottori 

Prefecture， were surveyed in 2009. A tota1 of 16 species were found during the survey. Of these， follow-

ing 9 species are the species newly found from Tottori Sand Dunes: Camponotus bitiosus， C. japonicus， 

Paratrechina sakurae， Crematogaster osakense， Pristomyrmexρunctatus， Solenopsis japonica， Monomorium 

intrudens， Tetramorium tsushimae， Messor aciculatus. A fulllist of ant species ofTottori Sand Dunes， which 

consists of 23 species， is presented_ 

Key words - an脂，distribution， new records， Tottori Sand Dunes， Tottori Prefecture 
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鳥取砂丘のアリ(膜麹目有剣類アリ科)については，か

なり早くから報告があるが(寺西 1933，猪股・ 石井 1934，

東 1939)，乙れらの記録はむしろ鳥取市賀露や浜村海岸な

どのものが主体であり，今日，鳥取砂丘と呼ばれている

区域(浜坂砂丘に相当)での調査は不十分である。佐藤 ・

鶴崎 (2010)は鳥取砂丘のアリとして24種を掲載している

が，これも鳥取市浜坂など，隣接するが厳密には必ずしも

鳥取砂丘とはいえない地区での記録を含めており，それら

を除外すると，既知種は16種である。

われる。そこで， 今回，鳥取砂丘とその周辺でアリの生息

調査をおこない，8未記録種を含む16種を記録し，分布図を

作成したので，その結果を報告する。

アリは，周辺の林地を除く鳥取砂丘内の散策中でも，そ

の存在が自主つ存在であり，それらの生息種の把握は，砂

丘でみられる昆虫の自然観察への活用においても重要と思

調査方法

2009年4月から11月にかけて，砂丘のほぼ全域を歩き，

見つけ採り，ガムシロップトラップ(山根ら1994)，およ

び林内の林床落葉落枝層蛍巣種ついてはツルグレン装置

を用いた採集により，アリを調査した。調査地点は純J皇室

経度を携帯GPSでmlJ定し，鳥取砂丘の地図に記録した(図
1A)。植生を完全に欠く区域ではアリの生息は期待できな
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図1.鳥取砂丘の調査地点とアリの分布.蝶の実線は林縁。A:調査地点 (0)と何らかのアりを確認した地点(・).B:クロ
ヤマアリ.C:トピイロケアリ.D:サクラアリ.

も銅山町雀， .. ・M・・1，)4' iSO'( 

Fig. 1. Sites studied (circles) in Tottori Sand Dunes (solid circles represent sites where at least one ant species was found: A) 

and distributions of three species which were found on open sandy ground of the dunes但ーD).B: Formicajaponica. C: Lasi郎

japoniαts. D: Paratrechina sakurae. Solid line represents boundary between open sand dunes and surrounding forests. 

リ，キイロシリアグアリ，アミメアリ， トフシアリ，

アリ， トピイロシワアリ，クロナガアリ。

トフシアリがツルグレン装置以外の凝集方法では採集で

きなかったことをのぞき，採集方法による確認種の差はあ

まりなかった。

多くは周辺の林内または林縁でのみ確認され，林縁から

離れた砂丘のオープンな砂地・裸地，海浜革本植生周辺で

生息を確認できたのは，クロヤマアリ(図1B)，トピイロケ

アリ(図1C)，サクラアリ(図1D) の3種のみであった。

佐藤 ・鶴崎 (2010)は，砂丘の中央部でも営巣がみられる

種としてこれら以外にルリアリを挙げているが， 今回の調

査では確認されなかった。

ヒメいので，調査範囲は，砂丘内では多少とも海浜植生のある

区域に隈られる。

同定にはアリ 類データベースグループOADG)(2003，

2008)，日本蟻類研究会(編)(1991a， 1991b， 1992)を用いた。

これらを過去の記

果

今回の調査では， 16種を確認した。

録と対照させたものを表1に掲げた。

鳥取砂丘(浜煩砂丘と周辺の林内のみ :定義の詳細は佐

藤 ・鶴崎2010を参照)からはじめての記録となるのは次の

9干重で、ある:ウメマツオオアリ， クロオオアリ， サクラア

豊富
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での記録.表1.鳥取砂丘で記録されているアりの一覧.Q)は狭義の鳥取砂丘(砂丘中央部とその周辺林)

本研究

。
。。
-
0
0
0
0
 

。。。。。。。
-
O

@
一Mm

佐藤 ・総附

(2010) 

。。

。

佐藤ら

(20l<l) 

。*

。
。。

。

。。
。

野村

(1978) 。
東

(1939) 

。

。

。

猪股・福井

(1934) 

。

寺西

(1933) 

-
O
0
0
0
 

。

。

lトゲアリ

2アメイロオオアリ

3ウメマツオオアリ

4アメイロケア日

5クロオオアリ

6クロヤマアリ

7ヒメキイロケアリ

8トピイロケア日

9サクラアり

10アメイロアリ

111レりアリ

12ヤマトウロコアリ

13キイロシリアグアリ

14ハりプトシリアグアリ

15アミメアり

16トフシアり

17ヒメアリ

18トビイロシワアリ

19ハリナガムネボソアリ

20アズマオオズアリ

21クロナガアリ

22オオハリアリ

種数 6 

*=アメイロケアリ類として掲載.

極の和名

。
4 

。
9 3 

[備考]体長7-8mm。野村(1978)により鳥取大学砂丘利

用研究施設近くの砂丘開放砂地の単子葉類の生えている区

域にて10月(年が明記されていないが， 1972-1975年の

聞のいずれか)に記録されている。樹洞や樹木の根ぎわの

土中に営巣する種でありσADG2003;山棋ら2010)，開放

砂丘地でのこの記録は9-10月の結婚飛行 QADG2003)で

の飛来個体による偶産と考えられる。

鳥取砂丘とその周囲の林内のアリの種リスト

List of ant species 

in Tottori Sand Dunes and adjacent forests 

2. Camtonotus devestivus Wheeler 1928アメイロオオアリ

[文献]寺西 (1933:多捻ケ池上砂丘)• 

[備考]体長7-10mm。寺西 (1933)による多飴ケ池上の砂

丘での記録が，いまのところ鳥取県で唯一の既知産地であ

る(佐藤ら 2010)。多総ケ池は現在は県道(旧国道9号)

によって鳥取砂丘と分断されているが，当時は連続してい

たので鳥取砂丘(狭義)からの記録として扱う。林内生息

種であり (111根ら2010)，この記録も周辺の林地からの迷い

込みと考えられる。

[凡例]

種の配列と学名はアリ類データベースグループ (2003)

にしたがった。ただし，学名は山根ら (2010)により一部

補正した。

Oは今回生息を確認した種。*は鳥取砂丘(狭義)からの初
記録となる種を示す。

記録は砂丘内での場所(地点の緯度 ・経度データは省

略)，続けて括弧内に確認個体数 (W= worker)，年月日

順の日付で示す。GST=ガムシロップトラップ (gomme

syrup回 p); TGA=ツルグレン装置 (Tullgrenapparatus)。

採集または現地での位置確認はすべて岸本による。

JADG=日本産アリ類データベースグループ

3. CamtonMus bitiosus F. Smith 1874ウメマツオオアリ0*
(図2A，5)

[データ]東側林縁(1W，2009.10.27)，西側林内 (4W，

{文卜ゲアリ

Formicinaeヤマアリ亜科

1. POかrhachislamellidens F. Smith 1874 
献]野村 (197町.

山陰自然史研究(NaturalHistory Research of San'in)， No. 6， December 2011 @鳥取県生物学会 TheBiological Society ofTo民，ori
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図2.(Fig. 2.) A:ウメマツオオアリ Cωゅonotusbぬhamon

(西側林内， 2009.10.16). B:クロオオアリ Camponotus

jαρonicus (南側林縁， 2009.10.22). C:クロヤマアリ

Formica japonica (東側縁側， 2009.11.24). D:トビイロケ

アリ μsiωjaponicus(東側砂地， 2009.10.20). E:サクラ

アリ Paratrechina sakurae (東側砂地， 2009.10.20). F: 

アメイロアリ ParatrechinaβωiPes(合せヶ谷スリノTチ林

内， 2009.10.29). G :ノレリアリ Ochetellusglaber (南側林内，

2009.10.27).スケールはいずれも1mm (Scale = 1 mm) 図4.ハマボウフウにきたトピイロケアリ(砂丘東側). 

終 "A-- 傍-.。、 耳鼻輪
E F 

図3.(Fig. 3.) A:キイロシリアゲアリ Crematogaster

osakensis (追後スリパチ林内， 2009.11.24). B :ハリ ブ

トシリアゲアリ Crematogαstermαtsumurai (西側林内，

2009.10.16). C:アミメアリ Pristomyrmexρungens(南

側林内， 2009.10.27). D:トフシアリ Solenopsisjaponica 

(合せヶ谷スリパチ林内， 2009.10.29). E:ヒメアリ

Monomorium intrudens (南側林内， 2009.11.23). F:ト

ピイロシワアリ Tetramoriumtsushimae (西側林内，

2009.10.21). G:ハリナガムネボソアリ Lettothorax

spinosior (南側林内， 2009.10.27). H:クロナガアリ

M essOr aciculafus (東側林縁， 2009.11.16). T:オオハリア

リPachycondylachinensis (南組IJ林内， 2009.10.23).スケール

はいずれも1mm  (Scale = 1 mm). 

Fig. 4. Lasius japonicus visiting a colony of an unidentified 

species of aphids on leaves of Glehnia littoralis (Apiaceae). 

(Easter area of the To民oriSand Dunes， 29 October 2∞的.

図5.アカメガシワ葉上のカイガラムシ(おそらくアカメガ

シワカタカイガラムシ)に集まるアミメアリ (A)とウメマ

ツオオアリ (B).(砂丘南側林縁).

Fig. 5. Pri・stοmyrmexpungens (A) and Camponotus bishamon 

但)which were attracted each by a colony of a coccid (scale 

insect) [probably CocαtS mallotiぐTakahashi1956) 1 (A)却 d
extraf10ral nec也rine~on a !eaf of Mallotus ja抑制cus(Euphor-

biac回e).(at a site along forest edge in southern area of the 

Tottori Sand Dunes， 29 October 2009). 
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2009.10.14，アカメガシワ葉上;7W， 2009.10.15，アカメ

ガシワ葉上;2W， 2009.10.16，アカメガシワ葉上; 12W， 

2009.10.16，アカメガシワ築上;1W， 2009.10.20，アカメガシ

ワ葉上;5W， 2009.10.21，アカメガシワ葉上).南側林縁 (2W，

2009.10.22; 1W，2009.10.27). 

[備考]体長5-6mm程度。本種は，林縁 ・林内のアカメ

ガシワの葉の上でよく見られた(図5)。蛍巣は枯枝 ・落

枝，枯竹の茎など(山根ら 2010)。

4. Camponotus japonicωMayr 1866クロオオアリ0*(図
2B) 

[データ]南側林縁(1w，2009.10.22， G釘).西側林縁 (lW，

2009.9.10; 1W， 2009.10.14; 2W， 2009.10.21; 1W， 2009.9.10). 

[文献]寺西 (1933)，東 (1939:砂丘上に普遍的かつ個体

数の多い砂丘の代表的種の1っとの記載)，高橋(1962).

[備考]体長7-10mmlまど。聞けた場所の土中に'畠巣する

種(山根ら 2010)であるが，今回調査では，いずれも林

縁の4地点で少数を確認したのみである。

5. Formica japonica Motschulsky 1866クロヤマアリO(図
1B，2C) 

[データ]西側林縁 (21W，2009.9.10).西側砂地 (2W，

2009.10.5).東側砂地 (2W，2009.10.16; 1W， 2009.10.19).東側

林縁 (7W，2009.10.27; 4W， .2009.11.24).追後スリパチ林縁

(4W， 2009.11.24; 2W， 2009.11.26).西側林内，7W，2∞9.10.14;
西側林内 (2W，2009.10.15; lW， 2009.10.16， 3W，2009.10.20; 

6W， 2009.10.21)合せヶ谷スリパチ林内 (lW，2009.10.21; 

1W， 2009.10.21， GST).南側林縁 (4W，2009.10.23; 2W， 

2009.10.27). [文献]東 (1939)，高橋 (1964).佐藤 ・鶴崎。010). 
[備考]体長5mm内外。聞けた場所の土中に営巣する極

(山根ら2010)であるが，今回の調査範囲では開放砂地 ・

林縁 ・林内のすべてで見られた。しかし，開放砂地ではほ

とんど見られず， 2地点2個体を確認したのみ(図2B)。

7. Lasius japonicus Santschi 1941 トビイロケアリ.(図1C，

2D，4) 

[データ]西側林縁 (8W，2009.9.10).西側砂地 (21W，

2009.9.10; 24W， 2009.9.11; 5W， 2009.9.24; 2W， 2009.9.25; 

22W， 2009.10.5; 7W， 2009.10.9).中央砂地 (2W，

2009.10.5).東側砂地 (12W，2009.10.14; 19W， 2009.10.16， 

22W， 2009.10.19; 11W， 2009.10.20; 20W， 2009.10.22; 30W， 

2009.10.23) .東側林縁 (21W，2009.10.27).北側砂地 (4W，

2009.10.29; 2W， 2009.11.24).中央砂地 (3W，2009.10.30). 

追後スリパチ林縁 (5W，2009.11.24)ー丙側林内 (lW，

2009.10.21) .合せヶ谷スリパチ林内 (4W，2009.10.21).南

側林縁(5W，2009.10.19); 11W， 2009.10.20; 20W， 2009.10.22; 

30W， 2009.10.23).東側林縁(21W， 2009.10.27).北側砂地，

4W， 2009.10.29; 2W， 2009.11.24).中央砂地 (3W，2009.10.30). 

追後スリパチ林縁 (5W，2009.11.24).西側林内 (lW，

2009.10.21) .合せヶ谷スリパチ林内 (4W，2009.10.21).南側

林縁 (5W，2009.11.26)南側砂地(7W，2009.11.26).[文献}

佐藤 ・鶴崎(2010).

[備考]体長2.5-3.5mmlまど。本種は，開放砂地と林縁で

のみで確認された。開放砂地ではイ間体数の最も多い種で

(図1C)，コウボウムギ，ケカモノハシ，ハマボウフウなど

の根元付近に巣を作り その付近を歩いているのがよく

見られた。ハマボウフウでは葉裏につくアブラムシ(未同

定)に集まっている個体が見られた(図4)。なお，鳥取砂

丘の本種が真のトピイロケアリであるかどうかについては

諜題があるが(佐藤ら 2010)，本稿ではとりあえずトピイ

ロケアりとして扱った。

8. Lasius抱IPaWilson 1955 ヒメキイロケアリ.[文献]

佐藤ら (2010).佐藤 ・鶴崎 (2010).

[備考]体長2-3mm。佐藤 ・鶴崎 (2010)は砂丘周辺林の

林床に多いとしているが今回は確認されなかった。

9. Paratrechina sakurae (1to 1914)サクラアリ0*(図1D，
2E) 

[データ]西側林縁 (lW，2009.9.10).西側砂地 (5W，

2009.9.11) .東側砂地 (4W，2009.10.14; 8W， 2009.10.19; 

2W， 2009.10.20; 6W， 2009.10.22; 14W， 2009.10.23; 1W， 

2009.10.23) .東側林縁 (4W，2009.10.27; 1W， 2009.10.27; 2W， 

2009.10.27; 4W， 2009.10.27; 6W，2009.10.27).北側砂地 (3W，

2009.11.20) .東側縁側 (6W，2009.11.24; 7W， 2009.11.24; 2W， 

2009.11.24).追後スリパチ林縁 (lW，2009.11.24).西側林

内 (3W，2009.10.14; 1W， 2009.10.16; 2W， 2009.10.16; 1W， 

2009.10.16) .合せヶ谷スリパチ林内 (9W，2009.10.21).南

側林縁(7W， 2009.10.22; 1W， 2009.11.26; lW， 2009.11.26). 

南側林内 (lW，2009.10.23).追後スリパチ林縁 (6W，

2009.11.26) .南側砂地 (lW，2009.11.26; 2W， 2009.11.26; 1W， 

2009.11.26). [文献]佐藤 ・鶴崎(2010).

[備考]体長1-1.5mm。本種は，開放砂地 ・林縁 ・林内の

すべてで見られ，とくに開放砂地のコウボウムギ群落，

ケカモノハシ群落に嘗巣が多く見られた(図1D)。裸地の

土中に営巣する種(山根ら2010)。非常に小型なので，

同じく砂丘の楳地にみられるトピイロケアリ(体長2.5-

3.0mm)との区別は容易。

10. Paratrechina flavipes (F Smith 1874)アメイロアリO(図
2町

[データ]追後スリパチ林縁 (4W，2009.11.24; 1 W， 

2009.11.26).西側林内 (lW，2009.10.16). 合せヶ谷スリパ
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チ林内 (2W，2009.10.21; 6W， 2009.10.29， TGA).追後スリパ

チ林縁. [文献]猪股・石井 (1934:海辺付近).佐藤 ・鶴崎

(2010). 

[備考]体長1.5-2mm。本積lま，林縁 ・林内で採取でき

た。西側林内でも確認できたが，多くはスリパチの林内 ・

林縁での確認である。森林生息性で土中，落葉中などに営

巣(山根ら 2010)。

カタアリ亜科Dolichoderinae

11. Ochetellus glaber (Mayr 1862) ルリアリO(図2G)
{データ]東側林縁 (5W，2009.10.27).西側林内 (17W，

2009.10.14，アカメガシワ葉上;3W， 2009.10.14， GST; 10W， 

2009.10.15，アカメガシワ葉上;2W， 2009.10.15， GST; 4W， 

2009.10.15，アカメガシワ葉上;17W， 2009.10.16，アカメガ

シワ築上~; 1W， 2009.10.16， GSTより採取;7W， 2009.10.20， 

アカメガシワ葉上;2W， 2009.10.21， GST).合せヶ谷スリ鉢

林内 (lW，2009.10.21，アカメガシワ葉上).南側林縁 (4W，

2009.10.22，アカメガシワ葉上;5W， 2009.10.22， GST; 3W， 

2009.10.22，アカメガシワ葉上;17W， 2009.10.23， GSTより;

2W，2009.10.23，アカメガシワの葉より採取;9W， 2009.10.27， 

アカメガシワ葉上;2W， 2009.10.27， GSTより採取;南側林内，

2W， 2009.10.27，アカメガシワ葉上).追後スリパチ林縁，1W，

2009.11.26，アカメガシワ葉上). [文献]佐牒ら(2010).佐

藤・鶴l崎(2010).

{備考]体長2mm  前後。本離は，林縁と林内で見られた

が，林内で最も多く，とくにアカメガシワの葉の上でよく

見られた。また，ガムシロップトラップにもよく集まっ

た。また，枯れ木の中に嘗巣を確認できた。佐藤 ・鶴崎

(2010)は「砂丘の中心部の砂地でも営巣が見られるJと
しているが，今回調査では開放砂丘地では確認されなかっ

た。

フタフシアリ亜科Myrmicinae

12. Cremαtogaster osake鈍sisForel 1900キイロシりアゲアリ

0*(図3A)
[データ]追後スリパチ林内 (2W，2009.11.24). 追後スリ

パチ林縁(3W，2009.11.26). 

[備考]体長2-3mm。本種は，追後スリパチの林内と林

縁の2地点で5個体確認できたのみ草地や林内の石下 ・土中

に蛍巣(山根ら 2010)。

13. Cremαtogaster matsumurai matsumurai Forel1901ノ、

リブトシリアゲアリO(図3R)
{データ] 西側林縁(1W，2009.9.10).西側林内 (5W，

2009.10.15; llW， 2009.10.16; 1W， 2009.10.20; 3W， 

2009.10.21).南側林縁 (2W，2009.10.22).南側林内(1W，

2009.10.27). [文献]寺西(1933)，東(1939:砂丘周辺林の

枯れ枝内で多数の営巣が確認される)，佐藤ら (2010).佐

藤 ・鶴崎(2010).

[備考]体長2-3.5mm。本種は，林縁 ・林内で確認で

き，アカメガシワの葉上でよく見られた。樹上に幹や太

枝の腐朽部に蛍巣(山根ら 2010)。本種はキマダラルリ

ツバメ(シジミチョウ科)の幼虫がその巣の中で共生する

(相利か寄生か，その関係の詳細は不明)アリとして知ら

れる。キマダラルリツバメは鳥取砂丘にも生息する(佐

藤 ・鶴崎2010)。

14.乃Iramicajaρonica (Ito 1914)ヤマトウロコアリ. [文

献]佐藤ら (2010).

[備考]体長2mmo 2006年の砂丘林地からの記録が今の

ところ鳥取県Ilj~-の既知産地。

15. Pristomyrmexρunctatω(F. Smith 1860)アミメアリ0*
(図3C)

[データ]東側林縁 (8W，2009.10.27).西側林内 (6W，

2009.10.14，アカメガシワ築上;3W， 2009.10.15，アカメガシ

ワ葉上;1W， 2009.10.15，アカメガシワ葉上;1W， 2009.10.15， 

アカメガシワ葉上;6W， 2009.10.16，アカメガシワ葉上;

5W， 2009.10.20，アカメガシワ葉上).合せヶ谷スリパチ

林内 (2W，2009.10.21，アカメガシワ築上).南側林縁 (2W，

2009.10.22，アカメガシワ葉上).南側林内 (4W，2009.10.27， 

アカメガシワ葉上).

[備考]体長約2.5mm。本種は，林縁 ・林内で確認でき，

やはりアカメガシワの葉上でよく見られた。アカメガシワ

葉上では花外蜜腺とともに，アカメガシワにとって加害昆

虫であるカイガラムシの1種(おそらくアカメガシワカタ

カイガラムシ Coccusmallotiぐrakahashi1956))に群がって

札、るのも見られた(図5)。撹乱地 ・草地 ・林地の石下など

に野蛍 UADG2003;山根ら 2010)。産雌単為生殖種で女

王をもたない(山根ら 2010)。

16. Solenopsis j，ゆonicaWheeler 1928 トフシアリ0*(図
3D) 

[データ]合せヶ谷スリパチ林肉 (l1W，2009.10.29， TGA). 

[備考]体長1.5mm。本種は， 2地点11個体しか採取でき

なかった。この種は全部ツルグレン装置でのみ採取でき

た。草地 ・林縁 ・疎林などの土中や石下に営巣(山根ら

2010)。

17. Monomorium intrudens F. Smith 1874ヒメアリ0*(図
3E) 
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[データ]西側林内 (lW，2009.10.16).南側林内 (lW，

2009.11.23， TGA). 

[備考]体長約1.5mm。林縁から林内の枯枝や石下に営

巣(山根ら 2010)。

18. Tetramorium tsushimae Emery 1925トピイロシワアリ

0*(図3町
[データ]西側林縁(13W，2009.9.10).西側砂地 (lW，

2∞9.9.1的.東側林縁 (13W，2009.10.27).追後スリパチ林縁
(lW， 2009.11.24).西側林縁 (6W，2009.9.10).西側林内 (lW，

2009.10.15; 4W， 2009.10.16; 2W， 2009.10.20; 3W， 2∞9.10.21; 
1W， 2009.10.21， TGA; 1W， 2009.11.24， TGA).合せヶ谷スリ

パチ林内 (lW，2009.10.21);商側林縁 (3W，2009.10.22).南側

林内 (3W，2009.10.23).追後スリパチ林縁 (lW，2009.11.26). 

[備考]体長 2-2.5 mm。草地や裸地の面下や土中に蛍

巣する種(山根ら 2010) とされるが，今回はほとんどが

林縁で，開放砂地では西側林縁近くの1地点で確認された

のみ。

19. Pheidole jきrvidaF. Smi仕11874アズマオオズアリ.[文

献]佐藤ら (2010).

[備考]体長2-3mm程度。林内の土中や石下に蛍巣(山

根ら 2010)。

20. Temnothorax stinosior (Fore11901)ノ、リナガムネボソア

リO(図3G)
[データ]西側林縁 (lW，2009.9.10). 東側林縁 (3W，

2009.10.27) .西側林内 (lW，2009.10.14; lW， 2009.10.15; 

1W，2∞9.10.16; 10W， 2009.10.20，; 1W， 2009.10.20， TGA; 7w， 
2009.10.21) .合せヶ谷スリパチ林内 (9W，2009.10.21).南側

林縁(7W，2009.10.22).南側林内 (lW，2009.10.23)，南側林

内 (3W，2009.10.27).追後スリパチ林縁 (1W，2∞9.11.26) .合
せヶ谷スリパチ林内 (2W，2009.10.29， TGA). [文献]佐藤

ら(2010).

[備考]体長約2.5mm。ルリアリとともに砂丘クロマツ

林内の最優占種の1つ。草地や河川敷などの土中に営巣

(JADG 2003) とされるが，今回は林縁・林内でのみ確

21. Messor aciculatus (F. Smith 1874)クロナガアリ0*(図
3H) 

[データ]東側林縁 (lW，2009.11.16).西側林内 (lW，

2009.10.14) . 

[備考]体長4-5mm。裸地や草地の土中に営巣する種

(LLI根ら2003)であるが，今岡は，林縁でのみ見られた。

2地点で2個体しか採集できなかった。

22. Pachycondyla chinensis (Emery 1894) オオノ、リアリO
(図3Hl)

[データ]西側林縁 (lW，2009.9.10).西側林内 (5W，

2009.10.14; 2W，2009.10.21).南側林内 (4W，2009.10.23; 1W， 

2009.10.27) .南側林縁 (2W，2009.10.23). [文献]佐藤ら

(2010). 佐藤・鶴崎(2010). 

[備考]体長3-3.5mm。棟地から林内まで幅広く生息し

石下，落葉下に営巣する種(山根ら2010)であるが，今回

は，林縁 ・林内で採集された。草や木の葉の上でなく，林

内の地表で見られた。
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